
平成 30 年度事業を募集します！

【申込先・問い合わせ】　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

「栗山町まちの魅力アップ応援事業交付金」「栗山町まちの魅力アップ応援事業交付金」「栗山町まちの魅力アップ応援事業交付金」

　

掲
載
し
て
い
る「
募
集
要
領
」を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。（
様
式
デ
ー
タ
も
ダ
ウ　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

＝
平
成
29
年
度
採
択
事
業
＝

○
栗
山
駅
前
花
壇
づ
く
り
事
業

　

チ
ー
ム
夢と

き
わ

の
ほ
か
、
北
海
道
介
護

福
祉
学
校
生
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栗
山
町

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
員
な
ど
が
連
携

し
、
駅
前
の
花
壇
づ
く
り
を
行
い
ま

し
た
。
本
町
の
玄
関
口
が
美
し
い
花

で
彩
ら
れ
、
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
栗
山
町
ま
ち
の
魅
力
ア
ッ
プ
応
援

事
業
交
付
金
」
は
、
町
民
団
体
相
互
の

連
携
・
協
力
に
よ
る
新
た
な
活
性
化
事

業
を
応
援
す
る
た
め
の
交
付
金
制
度

で
す
。

　
◆
対
象
団
体

　

次
の
全
て
を
満
た
す
団
体

○
町
内
の
公
益
活
動
団
体（
町
民
団
体
）

　
ま
た
は
こ
れ
ら
の
連
合
体
で
あ
る
こ
と

○
主
な
構
成
員
が
、
町
内
在
住
、
在
勤
、

　

ま
た
は
在
学
の
者
で
あ
る
こ
と

○
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
代
表
者
が

　

18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

○
規
則
、
会
則
な
ど
を
有
し
、
適
切
な

　

会
計
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

例
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

　

サ
ー
ク
ル
、
介
護
学
校
生
で
つ
く
る

　

組
織
な
ど

◆
対
象
事
業

　

他
の
団
体
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
る

　

ま
ち
の
魅
力
を
生
か
し
た
地
域
活
性

　

化
・
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業

○
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
の
環
境

　

美
化
、
装
飾
事
業

例
広
場
や
通
り
な
ど
の
美
化
活
動
、
緑

　

化
活
動
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
装
飾

　

な
ど

○
地
域
の
魅
力
的
な
場
所
を
再
発
見
す

　

る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

例
フ
ッ
ト
パ
ス
や
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど

○
食
の
魅
力
を
活
用
し
た
体
験
事
業

例
食
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
、
創
作
料
理
コ

　

ン
テ
ス
ト
や
特
産
品
の
開
発
な
ど

◆
対
象
外
事
業

○
従
来
か
ら
の
継
続
事
業

※
た
だ
し
、
本
制
度
の
目
的
に
沿
っ
て

　

新
た
な
町
民
団
体
相
互
の
連
携
や
効

　

果
を
生
み
出
す
た
め
の
事
業
の
充
実

　

な
ど
、
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
町
の
他
の
補
助
制
度
を
活
用
し
た
事
業

◆
対
象
事
業
期
間　
　

　
４
月
１
日
㈰
～
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰

◆
交
付
金
額

　

１
事
業
に
つ
き
30
万
円
を
上
限（
対

　

象
経
費
の
10
割
以
内
・
最
長
３
年
間
）

◆
対
象
経
費

　

対
象
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
直
接

　

必
要
な
経
費（
募
集
要
領
に
掲
載
）

◆
申
請
方
法

　

４
月
２
日
㈪
以
降
、
所
定
の
申
請
書

　

類
を
町
経
営
企
画
課
に
提
出

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

　

い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

表
彰　
功
績
を
た
た
え
て

北
海
道
産
業
貢
献
賞

　

長
年
に
わ
た
り
産
業
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
北
海
道
産
業
貢

献
賞
（
農
業
関
係
功
労
者
）
の
表
彰
式

が
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
で
行
わ

れ
、
農
業
共
済
事
業
功
労
者
と
し
て
青

山
悟
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
青
山

さ
ん
は
平
成
11
年
以
来
、
農
業
共
済
組

合
理
事
、
副
組
合
長
、
組
合
長
と
し
て
、

農
協
と
連
携
し
た
畑
作
物
共
済
の
引
受

拡
大
、
麦
災
害
収
入
方
式
の
導
入
な
ど

制
度
の
充
実
に
貢
献
。
ま
た
、
平
成
29

年
３
月
の
共
済
組
合
の
合
併
推
進
に
組

合
長
と
し
て
尽
力
し
、
農
業
共
済
事
業

の
発
展
、
地
域
農
業
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

青山　悟さん（御園）

◆
栗
山
小
学
校　

　

６
年
体
育
賞　
　
　
　

相
原　

愛
花

　

６
年
体
育
賞　
　
　
　

永
山　

夢
空

　

６
年
体
育
賞　
　
　
　

橋
元
ひ
よ
り

　

６
年
体
育
賞　
　
　
　

石
川　
　

琳

　

６
年
体
育
賞　
　
　
　

川
端　

健
斗

　

６
年
体
育
賞　
　
　
　

藤
柳　

一
護

　

６
年
体
育
賞　
　
　
　

澤
木　

星
那

　

６
年
体
育
賞　
　
　
　

櫻
井　

万
作

　

６
年
体
育
賞　
　
　
　

山
﨑　

隼
弥

　

６
年
体
育
賞　
　
　
　

中
川　

颯
和

　

６
年
体
育
賞　
　
　
　

長
澤　
　

錬

　

６
年
体
育
賞　
　
　
　

丹
生
谷
和
泉

　

６
年
体
育
賞　
　
　
　

角
屋　

遼
河

　

６
年
体
育
賞　
　
　
　

太
田　

勇
弥

　

６
年
体
育
賞　
　
　
　

田
村　

武
太

　

６
年
体
育
賞　
　
　
　

岩
崎　

颯
太

　

６
年
体
育
賞　
　
　
　

渡
部　
　

澪

　

６
年
体
育
賞　
　
　
　

宮
本
拳
士
朗

　

４
年
学
芸
賞　
　
　
　

櫻
井
こ
み
ち

◆
角
田
小
学
校　

　

６
年
体
育
賞　
　
　
　

藤
島　

季
来

　

６
年
学
芸
賞　
　
　
　

水
口　
　

萌

　

２
年
学
芸
賞　
　
　
　

蛇
谷　

陽
路

◆
継
立
小
学
校　

　

６
年
体
育
賞　
　
　
　

木
戸　

那
優

　

４
年
体
育
賞　
　
　
　

須
郷　

沙
花

　

２
年
体
育
賞　
　
　
　

須
郷　

陽
斗

◆
栗
山
中
学
校　

　

３
年
体
育
賞　
　
　
　

秋　
　

詩
音

　

３
年
体
育
賞　
　
　
　

鎌
田　

悠
汰

　

３
年
体
育
賞　
　
　
　

犬
飼　

陸
斗

　

３
年
学
芸
賞　
　
　
　

澤
井　

美
佑

　

３
年
学
芸
賞　
　
　
　

稲
垣　

愛
莉

　

３
年
学
芸
賞　
　
　
　

増
田
ひ
な
た

　

３
年
学
芸
賞　
　
　
　

福
井　

花
歩

　

２
年
体
育
賞　
　
　
　

佐
藤　
　

陸

　

２
年
体
育
賞　
　
　
　

見
立　

竣
哉

　

２
年
体
育
賞　
　
　
　

柄
澤　

達
徳

　

２
年
体
育
賞　
　
　
　

髙
野
瀬
悠
翔

　

２
年
体
育
賞　
　
　
　

後
藤　

陽
太

　

２
年
体
育
賞　
　
　
　

大
髙　

和
希

　

２
年
体
育
賞　
　
　
　

柴
田　

恭
介

　

２
年
体
育
賞　
　
　
　

古
市　

康
生

　

２
年
体
育
賞　
　
　
　

本
田　

正
昭

　

２
年
学
芸
賞　
　
　
　

菊
地　

暖
加

　

２
年
体
育
賞　
　
　
　

山
崎　

凌
太

　

１
年
体
育
賞　
　
　
　

鎌
田　
　

倖

　

１
年
体
育
賞　
　
　
　

佐
藤　
　

春

　

１
年
体
育
賞　
　
　
　

富
山　

理
雄

　

１
年
体
育
賞　
　
　
　

奥
野　

佑
紀

　

１
年
体
育
賞　
　
　
　

齊
藤　

暉
人

　

１
年
学
芸
賞　
　
　
　

越
前
谷
拓
翔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

児
童
生
徒
表
彰

　

昨
年
度
の
町
内
小
中
学
生
の
活
躍
を

た
た
え
る
「『
輝
け
栗
っ
子
』 

平
成
29

年
度
児
童
生
徒
表
彰
式
」
が
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
平
成
12
年
か
ら

実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
回
表
彰
さ
れ
た

の
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
文
化
活

動
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
小
学

生
25
人
と
中
学
生
24
人
。
式
で
は
、
椿

原
紀
昭
町
長
と
南
條
宏
教
育
長
が
一
人

ひ
と
り
に
、
表
彰
状
と
記
念
の
メ
ダ
ル

を
手
渡
し
ま
し
た
。
椿
原
町
長
は
「
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
さ
ら
な
る
飛

躍
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

表彰式の様子
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こんにちは！　私たち栗山青年会議所ですNo.75
　

こ
ん
に
ち
は
！
本
年
度
、
地
域
の

和
創
生
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
ま

す
西
岡
政
則
で
す
。

　

私
た
ち
の
委
員
会
で
は
、
今
月
の

14
日
㈯
、
15
日
㈰
の
二
日
間
に
わ
た

り
、
く
り
や
ま
老
舗
ま
つ
り
と
同
日

開
催
す
る
『
ふ
る
さ
と
田
舎
ま
つ
り

２
０
１
８
』
を
担
当
し
ま
す
。

　
『
ふ
る
さ
と
田
舎
ま
つ
り
』
は
、

２
０
１
６
年
か
ら
新
た
に
開
始
し
た

一
市
四
町
（
夕
張
市
・
栗
山
町
・
由

仁
町
・
長
沼
町
・
南
幌
町
）
の
観
光

資
源
の
発
信
を
目
的
と
し
た
お
祭
り

で
す
。
各
自
治
体
・
観
光
協
会
や
民

間
有
志
の
皆
さ
ん
が
一
か
ら
創
り
上

げ
て
お
り
、
栗
山
監
督
公
認
の
「
う

ま
い
も
ん
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
は
じ
め

と
す
る
お
得
で
楽
し
い
企
画
が
満
載

で
す
！

　

３
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、

会
場
を
く
り
や
ま
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ

ザ
Ｅ
ｋ
ｉ
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
本
祭
典
が
、

く
り
や
ま
老
舗
ま
つ
り
と
商
店
街
を

繋
げ
る
拠
点
と
な
り
、
ふ
る
さ
と
の

に
ぎ
わ
い
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
南
々
そ
ら
ち
の
魅
力
あ

る
飲
食
店
や
物
販
ブ
ー
ス
が
大
集
結

し
、
栗
山
監
督
杯
『
第
７
回
う
ま
い

も
ん
グ
ラ
ン
プ
リ
』『
北
海
道
の
大

食
い
女
王
ア
ン
ジ
ェ
ラ
佐
藤
さ
ん
が

南
々
そ
ら
ち
の
魅
力
を
食
べ
尽
く

す
！
』
と
い
っ
た
催
し
や
元
気
い
っ

ぱ
い
な
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
和
太
鼓
な

ど
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
一
市
四
町
の
広
域
連
携

に
よ
り
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
通

し
て
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
栗
山
青
年
会
議
所
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

栗
山
Ｊ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
お
い

 https://w
w

w.kuriyam
a-jc.jp/

ふ
る
さ
と
の
に
ぎ
わ
い
を
期
待
し
て

くりやま老舗まつりくりやま老舗まつりくりやま老舗まつり

✿第 20 回きびだんごまつり
　【場所】谷田製菓株式会社（錦 3）☎ 72-1234

・工場見学、昔ながらのきびだんご作り実演
・きびだんごの試食、栗山銘菓の販売

✿吟醸 酒風呂（小林酒造の酒粕使用）
　【場所】天然温泉くりやま（ホテルパラダイス
　　　　  ヒルズ）（湯地）☎ 72-1123
　期　間：4 月 14 日㈯～ 15 日㈰　2 日間
　時　間：7：00~22：00
　入浴料：大人 650 円　小学生 350 円

✿栗山みのり太鼓 祝い太鼓演奏
　【場所】カルチャープラザ「Eki」前噴水広場（中央 2）
　日　時：４月 15 日㈰ 9：30 ～※雨天時は屋内開催
　ゲスト：風雪太鼓（札幌市）
　　　　    羊蹄太鼓保存会　鼓流（倶知安町）
　　　　　YOSAKOI チーム Re:Birth

✿無料巡回バスを運行します！
【バス発着場】
・ＪＲ栗山駅
・まちの駅「栗夢プラザ」前（中央 2）
・ ホテルパラダイスヒルズ（湯地）【臨時駐車場有】
・栗山公園（桜丘 2）【臨時駐車場有】
※ＪＲ栗山駅から各会場までは徒歩となります。

　ふるさと田舎まつり 2018
　2016 年から新たに開始した、一市四町（夕張
市、栗山町、由仁町、長沼町、南幌町）観光資
源の発信を目的としています。グルメコーナー
や自治体ＰＲブース、地域の魅力大抽選会など
多数のイベントをご用意しています。

【日　時】4 月 14 日㈯ 10：00 ～ 16：00
　　　　　　15 日㈰ 10：00 ～ 15：00

【場　所】カルチャープラザ「Eki」
※会場が今年から変更となりました。

【問い合わせ】☎ 090-2056-4013　記
き

虎
と ら

まで

同時開催！

✿

飲酒運転は絶対におやめください。また、まつり周辺の違法駐車・無断駐車は絶対にしないでください。

✿

✿

✿✿

✿

✿

✿

✿

✿

４月14日土
　　 10：00 ～ 16：00

　栗山が誇る老舗「北の錦」小林酒造と「日
本一きびだんご」谷田製菓が織りなす一大
イベントを今年も盛大に開催します。
　他にも町内各所でイベントを同時開催。
皆さんのご来場をお待ちしています。
※詳しい内容はホームページに掲載されて
　います。

４月15日日
　　 10：00 ～ 15：00

✿第 30 回酒蔵まつり
　【場所】小林酒造株式会社（錦 3）☎ 72-1001

・国の有形文化財酒蔵群の一般開放
・北の錦特別限定酒販売
・搾りたて、にごり酒、限定大吟醸などの有料ショ
   ット販売

・露店（富士宮焼きそば、海鮮焼き、キノコ汁など）
・郷土芸能（よさこい、太鼓など）

✿本格手打ちそばまつり
　【場所】まちの駅「栗夢プラザ」（中央 2）☎ 73-5515

・手打ちそばの販売（お持ち帰り可）
・北の錦特別限定酒販売
・おでん、つきたてあん餅の販売
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ＪＲ室蘭線の利用促進を目指してNo.1
　
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
沿
線
自
治
体
（
苫
小

牧
市
、
岩
見
沢
市
、
安
平
町
、
由
仁

町
、
栗
山
町
）
で
は
、
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線

の
利
用
促
進
策
の
一
つ
と
し
て
、
各

市
町
の
広
報
誌
に
お
い
て
、
今
月
号

よ
り
沿
線
自
治
体
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
月
は
栗
山
町
で
開
催
の

「
２
０
１
８
く
り
や
ま
老
舗
ま
つ
り
」

が
各
市
町
で
紹
介
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
で
は
、
老
舗
ま
つ
り
の
期
間
中
、

岩
見
沢
～
追
分
間
で
１
日
２
往
復
の

臨
時
列
車
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

※
上
記
運
転
時
刻
は
変
更
と
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
町
経
営
企
画
課
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
２

公
共
交
通
で
出
か
け
よ
う
！

岩見沢発 栗山発 追分着
  9：13 頃   9：40 頃 10：06 頃
11：05 頃 11：30 頃 11：54 頃

追分発 栗山発 岩見沢着
10：12 頃 10：35 頃 10：58 頃
12：50 頃 13：15 頃 13：40 頃

【臨時列車運転時刻（予定）】
〈上り〉　岩見沢駅→追分駅　方面

〈下り〉　追分駅→岩見沢駅　方面

ＪＲ室蘭線に乗車する人たち



　

さ
て
、
今
年
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
（
く
り
や
ま
ち
ょ
う
Ｐ
Ｒ
隊
）
で

す
が
、
今
月
か
ら
新
た
な
仲
間
が
加

わ
り
ま
す
。
主
に
、
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
の
推
進
と
、
今
年
の
11
月
に

オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
る
カ
フ
ェ

＆
バ
ー
の
立
ち
上
げ
の
活
動
を
行
い

ま
す
。
４
人
体
制
で
町
の
Ｐ
Ｒ
や
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
の
Ｐ
Ｒ
、
カ
フ
ェ

＆
バ
ー
の
改
装
や
メ
ニ
ュ
ー
作
り

な
ど
、
昨
年
以
上
に
パ
ワ
フ
ル
に
活

動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
温
か
い
目

で
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。

　

ま
た
、私
個
人
と
し
て
は
先
日「
く

り
や
ま
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
認
定
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
協
力
隊

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
く
り
や
ま
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
も
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

　

※
「
く
り
や
ま
サ
ポ
ー
タ
ー
」

　
　

の
詳
し
い
情
報
は
20
ペ
ー
ジ

　
　

の
「
ま
ち
の
話
題
」
を
ご
覧

　
　

く
だ
さ
い
。

今
月
か
ら
新
た
な
仲
間
が
加
わ
り
ま
す

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですNo.22
　

こ
ん
に
ち
は
。
協
力
隊
の
石
井

で
す
。
４
月
に
入
り
、
今
月
か
ら

進
級
・
進
学
・
就
職
・
転
職
な
ど

で
新
し
い
環
境
に
身
を
置
い
た

り
、
新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
り
し
て
い
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
１
年
の
う

ち
で
「
お
め
で
と
う
」
が
最
も
飛

び
交
う
時
期
で
す
ね
。
最
初
は
不

安
や
緊
張
の
日
々
か
と
思
い
ま
す

が
、
慣
れ
る
に
つ
れ
て
や
り
が
い

や
楽
し
み
に
変
わ
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。
私
は
栗
山
町
に
来
て
３

年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
ま
た
新
た

な
気
持
ち
で
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

草
創
期
の
入
植
者
で
あ
る
渡
辺
大

助
、杉
武
一
郎
は
聖
書
の
神
に
祈
り
、

他
の
先
人
達
も
各
部
落
に
建
立
さ
れ

て
い
る
神
社
に
願
っ
た
り
寺
院
の
法

話
に
耳
を
傾
け
た
り
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
宗
教
や
生
活
信
条
を
心
の
支
え

に
日
々
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
、
開
拓
１
３
０ 

年
を
迎
え

た
「
ふ
る
さ
と
栗
山
」
を
支
え
る
精

神
は
何
か
を
、
栗
山
町
史
第
３
巻
編

さ
ん
作
業
の
な
か
で
私
は
自
問
自
答

し
な
が
ら
探
っ
て
い
ま
す
。（
阿
部
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
町
史
編
さ
ん
室

　

☎
�
７
８
２
０

こんにちは！ 町史編さん室ですNo.22

「
ふ
る
さ
と
」
を
支
え
た
精
神
を
思
う

　

編
さ
ん
作
業
に
関
わ
っ
て
２
年
が

経
ち
ま
し
た
。
明
治
か
ら
昭
和
年
代

ま
で
の
諸
資
料
を
通
読
し
て
い
る
最

中
で
す
。
た
く
さ
ん
の
資
料
の
ひ
と

つ
『
茂も

ろ呂
瀾ら

ん　

室
蘭
地
方
史
研
究　

51
号
』
の
中
で
、
室
蘭
在
住
の
郷
土

史
家　

伏ふ
し

木き

晃あ
き
ら

氏
は
、
草
創
期
の

泉
麟
太
郎
を
は
じ
め
と
す
る
角
田
藩

ゆ
か
り
の
人
達
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

　

身
の
丈
以
上
の
笹
原
や
そ
そ
り

立
つ
ウ
ド
の
大
木
、
原
始
林
の
原
野

を
鋸
や
斧
で
切
り
倒
し
、
深
い
大

木
の
根
を
掘
り
起
こ
し
て
、
鍬
で

田
畑
を
耕
し
、
北
国
の
寒
さ
と
食

糧
不
足
の
中
で
の
生
活
は
、
日
に
日

に
困
窮
の
度
を
ま
し
て
い
っ
た
。
し

か
し
、
ど
ん
な
に
苦
し
く
て
も
立

ち
向
か
った
不
屈
の
精
神
や
こ
の
地
に

朽
ち
果
て
た
多
く
の
旧
臣
た
ち
は
、

何
を
心
の
支
え
に
し
て
歯
を
喰
い
し

ば
った
の
で
あ
ろ
う
か
・
・
・
・
・
・
。

そ
れ
は
、
ど
ん
な
苦
難
の
中
に
あ
っ

て
も
、
一
度
決
心
し
た
こ
と
は
や
り

と
げ
る

「（
武も

の
の
ふ士

）
の
意
地
と
誇
り

と
主
従
の
絆
を
尊
ぶ
武
士
道
」
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

ついに、
2018 年シーズン開幕！

　3 月 30 日より 2018 年シーズンが開幕しました！
本年、ファイターズが北海道に誕生して 15 年目の節目のシーズンです。2018 年栗山町応援
大使の宮

み や に し

西尚
な お

生
き

選手・淺
あ さ

間
ま

大
だ い

基
き

選手を応援しよう！
　また、宮西尚生選手はプロ野球史上初の 300 ホールドへ向けた重要なシーズンでもあります。
※町民 200 人が招待された開幕戦観戦の様子は 5 月号の広報でお伝えします。

　まちの駅「栗夢プラザ」では、4 月 14 日
㈯、15 日㈰に開催される「くりやま老舗ま
つり」に合わせ、応援大使タオルの特別販売

（30 本数量限定）を実施します！
　当日は、等身大パネルやサイン入りユニ
フォームの展示など応援大使特設コーナーも
設置しておりますので、ぜひお越しください。

【まちの駅「栗夢プラザ」開館時間】
4 月 14 日㈯ 10：00 ～ 17：00
4 月 15 日㈰ 10：00 ～ 17：00

　３月２日、札幌市で開催された北海道日
本ハムファイターズ「北海道 179 市町村
応援大使」決起集会・激励会に椿原紀昭
町長が出席しました。2018 年応援大使 18
市町村の首長と応援大使が一堂に会し、球
団の竹田憲宗代表取締役社長の挨拶、市町
村を代表して佐近勝音威子府村長からの挨
拶のあと、ファイターズの中

な か し ま た く

島卓也
や

選手会
長が決意表明をしました。
　その後、応援大使選手との懇談が行われ、
椿原町長は 2018 年栗山町応援大使の宮西
尚生選手・淺間大基選手に、まちの PR の
お願いと 2018 年シーズンに向けて激励の
言葉を送りました。
　決起集会に引き続き行われた激励会で
は、栗山英樹監督とも懇談し、ファイター
ズの日本一奪還に向けエールを送りまし
た。

※タオルは 1 枚 1,000 円（税込）となります。
※詳しくは、町ホームページをご覧ください。

ファイターズ決起集会・激励会に参加！

応援大使タオルの特別販売を行います！

 

 

 

決意表明をする
中島卓也選手会長

ファイターズ優勝へ！
栗山英樹監督を激励！

宮西尚生選手、
淺間大基選手、
椿原町長と懇談
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